
様式２ イベント開催時に必要な感染防止策のチェックリスト 

※本チェックリストの各項目に関する感染防止対策の詳細（座席配置図、観客の誘導同線、専用の飲食

エリアにおける感染防止対策、参加者の検温等の健康観察・連絡先の入手の実施体制、観客への感染

防止対策の案内など）は別に添付してください。 

※イベント種類や収容上限等により追加資料の提出を求める場合があります。 

 

項目 内容 対策の実施 

（１）徹底した感染防止等 

① マスク常時

着用の担保 

 

・マスク着用状況を確認し、個別に注意等を行い、マスクの

常時着用を求める。 

＊マスクを持参していない者がいた場合は主催者側で配布・

販売を行い、マスク 100％を担保。 

☑あり 

マスクを持参してい

ないものへの対応 

  ☑配布 □販売 

□なし 

②大声を出さな

いことの担保 

 

・大声を出す者がいた場合、個別に注意等ができるもの。 

＊隣席の者との日常会話程度は可（マスクの着用が前提） 

＊演者が歌唱等を行う場合、舞台から観客まで一定の距離を

確保（最低２ｍ） 

☑あり 

□なし 

（２）基本的な感染防止等 

③①～②の奨励 ・①～②は、イベントの性質に応じて可能な限り実行（ガイ

ドラインで定める） 

＊マスク着用状況が確認でき、着用していない場合は個別に

注意等を行うこと 

＊大声を出す者がいた場合等、個別に注意等を行うこと（例：

スポーツイベント等ではラッパ等の鳴り物を禁止すること

等） 

☑あり 

□なし 

④手洗 ・こまめな手洗の奨励 ☑あり 

□なし 

⑤消毒 ・主催者側による施設内（出入口、トイレ、ウイルスが付着

した可能性のある場所等）のこまめな消毒、消毒液の設置、

手指消毒 

☑あり 

□なし 

⑥換気 ・法令等を遵守した空調設備の設置、こまめな換気 □あり 

☑なし（屋外イベント） 

⑦密集の回避 ・入退場時の密集回避（時間差入退場等）、待合場所等の密集

回避 

＊必要に応じ、人員の配置、導線の確保等の体制を構築する

とともに、入場口・トイレ・売店等の密集が回避できない場

合はそのキャパシティに応じ、収容人数を制限 

☑あり 

□なし 

⑧身体的距離の ・大声を伴う可能性のあるイベントでは隣席との身体的距離 ☑あり 



確保 の確保。具体的には、同一の観客グループ間（５名以内に限

る。）では座席を空けず、グループ間は１席（立席の場合１ｍ）

空ける。 

・演者が発声する場合には、舞台から観客の間隔を２ｍ確保 

・混雑時の身体的距離を確保した誘導、密にならない程度の

間隔（最低限人と人とが触れ合わない程度の間隔） 

（大声は伴わない） 

□なし 

⑨飲食の制限 ・飲食用に感染防止策を行ったエリア以外での飲食の制限 

・休憩時間中及びイベント前後の食事等による感染防止の徹

底 

・過度な飲酒の自粛 

・食事は長時間マスクを外すことが想定され、隣席への飛沫

感染のリスクを高めるため、収容率が 50％を超える場合、飲

食可能エリア以外（例：観客席等）は原則自粛。（発声がない

ことを前提に、飲食時以外のマスク着用担保、会話が想定さ

れる場合の飲食禁止、十分な換気等、一定要件を満たす場合

に限り、食事可。） 

☑あり 

 ☑会場内は飲食を禁止

とする。 

 □飲食用に感染防止対

策を行ったエリア以

外での飲食を制限す

る。 

□なし 

⑩参加者の制限 ・入場時の検温、入場を断った際の払い戻し措置 

＊ただし、発熱者・有症状者の入場は断る等のルールをイベ

ント開催前に明確に規定し、当該規定を十分周知している場

合は払い戻し不要。 

☑あり 

□なし 

⑪参加者の把握 ・可能な限り事前予約制、あるいは入場時に連絡先の把握 

・接触確認アプリ（COCOA）や各地域の通知サービスの奨励や

各地域の通知サービスの奨励 

＊アプリの QR コードを入口に掲示すること等による具体的

な促進措置の導入コードを入口に掲示すること等による具体

的な促進措置の導入 

☑あり 

□なし 

（接触確認アプリ奨励） 

⑫演者の行動管

理 

・有症状者は出演・練習を控える 

・演者・選手等と観客が催物前後・休憩時間等に接触しない

よう確実な措置を講じるとともに、接触が防止できないおそ

れがあるイベントについては開催を見合わせる 

・合唱等、声を発出する演者間での感染リスクへの対処 

□あり 

☑なし 

（演者なし～ 

⑬催物前後の行

動管理 

・イベント前後の感染防止の注意喚起 

＊可能な限り、予約システム、デジタル技術等の活用により

分散利用を促進 

☑あり 

□なし 

⑭ガイドライン

遵守の旨の公表 

・主催者及び施設管理者が、業種別ガイドラインに従った取

組を行う旨、HP 等で公表 

☑あり 

 業種別ガイドライン名 

 （メディア） 

□なし 

 



様式３ 大声・歓声等なしの実績を明らかにする資料 

過去１年における実績を下記に記入してください。 

項目 記入欄 

① 開催予定のイベント

の出演者・チーム名 

出演者なし、運営スタッフ 4 名 

②①の出演者・チームに

ついて、大声・歓声等

なしで開催した過去の

イベント 

イベント名 「テオ・ヤンセン展」PRイベント 

出演者・チーム 

開催日時  2021年 6月 27 日（日）10:00－19:00 

開催施設  イオンモール熊本 1F イーストコート 

③ ②のイベントの音声

又は動画のデータ 

□あり（音声又は動画データを提出してください）。 

☑なし（④に記入してください）＊写真データ 3 点添付 

④ イベントの類似性、

大声・歓声等の発生

を防止できることの

説明 

7 月 3 日（土）より熊本市現代美術館にて開催する「テオ・ヤンセン」展につ

いて、本展作品に対する理解、認知度を高めるための PR イベントを実施。 

当日は作品の中から 1 点を展示し、MC による説明（音響機器使用）やチラシ

の配布を行った。 

スタッフは全員マスク、フェイスシールド、手袋を着用。 

前売り券や関連グッズ販売を行ったが、対面接客についても、大声や歓声等が

発生するものではなかった。 

今回は、ミニビーストのワークショップも開催するが、人数を制限し、席の間

隔を空けて実施。 

基本的には一人で作成するものなので、大声が発生する類のものではない。 

 

 

※類似イベントの音声又は動画データの提出、来場者の類似性（音楽ジャンル、来場者の属性等

を説明）や同種の対策を講じることの説明により、開催予定のイベントは大声・歓声なしで開催

可能であることを示してください。なお、必要に応じて、追加資料を提出してください。 

 

 

 



 

 

 

 

 2021 年 6 月 27 日開催時会場風景 

 


